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施設園芸スーパーコーチ派遣

収益力の高いトップレベルの施設園芸経営者を育成するため、技術・経営指導を行う高度な専門家8

名をスーパーコーチとして派遣し、集合指導・個別指導を行います。

スーパーコーチ派遣を行うにあたり、8月9日（火）栃木県職員会館ニューみくらにおいて、受講希望者

18名のヒアリングを開催しました。栽培品目はトマト7名、いちご6名、アスパラガス2名、バラ3名です。ヒアリ

ングアドバイザーとして、サンファームオオヤマ有限会社の大山寛取締役を招き、「派遣の動機・現状の課

題・今後取り組みたいこと」を確認しました。後日、事務局において協議を行い、受講希望者全員に派遣

承認書を発行しました。

これまでは、トマトといちごが中心でしたが、バラ・アスパラガスの受講も決まりました。

【指導日程】
☆集合研修☆

8月30日（火）10：00～ 環境制御技術
9月27日（火）13：30～ 人的資源管理の基礎
9月30日（金）13：30～ 現場の課題解決に向けて

10月 3日（月）13：30～ 経営者としてのリーダーシップ
☆個別指導☆

9月 2日（金）～令和4年1月まで いちご生産者圃場
9月16日（金）～令和4年1月まで バラ生産者圃場
9月20日（火）～令和4年1月まで いちご生産者圃場



お米を食べようキャンペーン

協会公式ＬＩＮＥにご登録おねがいします。

特別企画 カレーフェスタ

各キッチンカーのオリジナルカレー

とちぎ農産物クチコミ隊夏野菜収穫体験～とちぎの野菜を知って！見て！食べて！～

8月20日（土）ＪＡなすの管内で「夏野菜農業収穫体験」～とちぎの野菜を知って！見て！食べて！～を開催

し、とちぎ農産物クチコミ隊（17名）が参加し、「なす」の圃場見学やＪＡなすのアスパラ部会郡司副部会長のハウス

で「アスパラガス」の収穫体験を行いました。

「アスパラガス」については春芽と夏芽の違いや、生産者ならではの美味しい食べ方などを紹介しました。

また、昼食には、発酵ソムリエ蜂巣先生の「八ッちゃんのごはんがすすむ発酵食品教室」夏野菜で発酵ランチや羽釜で

炊き上げたごはんを提供し、県産農産物の美味しさをＰＲしました。

参加した方からは、「生産圃場見学や収穫体験を通じて、生産者の想いなどを直接見たり聞いたりでき、貴重な機会

でした。栃木県の農業の素晴らしいことや美味しい理由が分かりました。」との声もありました。

クチコミ隊の皆様には、体験を通じて得た県産農産物の良さや生産者の思いなどを多くの方々に伝えることで、生産者

と消費者を繋ぎ、県産農産物のイメージアップを図っていただきたいと思っています。

「夏こそごはんだ！お米を食べようキャンペーン」の一環として、8月28日（日）「ミナテラスとちぎ」（宇都宮市）のガー

デンエリアでキッチンカー（出展者：カレーハウスBAKKA・ハリーカリー・SMILE KITCHEN ）が、しゃき！ぱりっ！ぷ

りっ！そして、もっちり！感がある「とちぎの星」にぴったりなオリジナルカレーを提供しました。

当日は、予定した500食を提供し、多くの消費者の方に県産米「とちぎの星」の美味しさをＰＲしました。

来場者は、「粒が大きく、しっかりしていて、カレーにぴったりだと思う。とても美味しいお米です。」と笑顔で話していました。

「なす」の圃場で見学する様子 「アスパラ」の収穫の様子 羽釜で炊き上げたごはん



令和４年度第１回こんにゃく作況調査を実施

今年度第１回目のこんにゃく作況調査を８月８日（月）茂木町・鹿沼市の２圃場で行いました。

こんにゃく作況調査は、生育途中～成熟期の計３回（８～１０月の各月１０日頃）、こんにゃくの生育状況

および病害の発生状況等を調査するとともに、気象条件との関連性の分析、昨年および平年（過去１０年程

度）との比較検討を行うなど、今後の栽培管理に生かすことを目的で毎年行っています。

今年は植付後の生育が出芽・開葉とも遅れました。これは６月の少雨と６月中旬～７月初旬の高温の影響に

よるもので、こんにゃく芋の重量増加率（新球形肥大倍率）・地上部の生育（葉柄長・葉身長）ともに平年を下

回る状況でした。

こんにゃくは、日照時間・気温・降水量や風の影響等を受けやすい植物で、今後の気象条件や台風の発生等が

気になります。

（鹿沼市金子氏圃場での調査掘取り風景） （調査したこんにゃく芋と地上部）

とちぎの花でスマイルアップ ｉｎ ＮＨＫ（8月分）

〇「とちぎ６３０」（18:30～）

８月は、学名が「美しい花冠」を意味し花が小輪から10センチの大輪まである花色豊富なアスター、花色

や花形が豊富で日持ちが良いスプレーギク、丈夫で育てやすく赤・青・黄・紫・ピンク・オレンジ等鮮やかな花

色が長い期間楽しめるカリブラコア、バラのようなビロード光沢のある花弁がつややかで多彩な花色のグロキシ

ニア、４種類の花を紹介しました。

暑さも和らぎ秋の気配が感じられるようになってきました。これから秋の花が登場してきます。様々な場所・

場面で、県産花きをお楽しみください。

8/5 アスター 津田 大樹氏（那須町）

8/12 ＳＰマム 真岡市花卉部会（真岡市）

8/19 カリブラコア 川村 一徳（日光市）

９月に紹介する花きは、以下のとおりです。
9/ 2（金） ガーベラ 那須地区 9（金） けいとう 塩谷南那須地区

16（金） 輪菊 下都賀地区 30（金） りんどう 那須地区

8/26 グロキシニア 服部 英紀氏（真岡市）



一般社団法人 とちぎ農産物マーケティング協会 （令和４年9月発行）
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http://www.tochigipower.com/ ☞「カラダにとちぎ」で検索

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 9月の予定 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

2日(金) スーパーコーチ 個人指導（第1回いちご）

9日(金) こんにゃく作況調査 2回目 （茂木町、鹿沼市）

16日(金） こんにゃく立毛共進会審査会

16日(金) スーパーコーチ 個人指導（第1回バラ）

20日(火) スーパーコーチ 個人指導（第1回トマト）

27日(火) スーパーコーチ 集合研修（県庁研修館401）

29日(木)・30日(金)      なしグランプリ 現地視察

30日(金)      スーパーコーチ 集合研修（県庁研修館205）

ぶらり東京探訪

東京にある栃木を求めて“とちぎの旬彩店”として登録されている創業

45年になる「志な乃（新宿）」さんに伺いました。東京メトロ丸の内線

新宿御苑前駅からすぐのオフィスも多い場所にありながら、一歩入ると

ホッとできる趣ある落ち着いた雰囲気のお蕎麦屋さんです。

店主の大塚俊夫さんは、益子町小宅の御出身で、創業当時から益子町産のそば粉を使用した蕎麦を

提供しています。そば粉はもちろん、「栃木県産の野菜も良いものが手に入る時は使うよ」とのことで、特に“那

須の白美人ねぎ”は「とても美味しい」と高評価！お店でもよく使ってくれているそうです。

大塚さんは栃木愛が深く、使用している器は

益子焼、来店されるお客様には、益子町をは

じめ足利市や日光市、市貝町などの観光名

所を御紹介いただくなど、栃木ファンづくりに一

役買ってくれています！

東京で食べられる栃木愛あふれる田舎蕎麦。より一層美味しい新蕎麦の季節にもお伺いしたいですね♪

（栃木県東京事務所 Ｈ．Ｍ）


